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演
羮
家
の
指
の
動
き
、
息
遣
い
ま
で
つ
ぶ
さ
に

伝
わ
る
よ
う
な
空
間
で
、
数
十
人
が
と
も
に
音
楽

を
聴
き
ヽ
楽
し
む
。
そ
ん
な
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
京
都
や
大
阪
で
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
開
か
れ

て
い
る
。
舞
台
は
、
演
奏
家
の
自
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の

一
菫
¨
妻
者
に
も
聴
き
手
に
も
新
た
な
発
見

が
あ
り
、
静
か
な
人
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
現
場
を
訪
ね
、
耳
を
澄
ま
せ
て
み
た
ｃ

（尾
崎
千
裕
）

ア
ノ
）
夫
妻
．
普
段
は
練
習
室
と
し

て
使
う
空
間
を

「
ア
ト
リ
エ

・
ワ

ム
」
と
名
付
け
、
昨
秋
か
ら
コ
ン
サ

ー
ト
を
始
め
た
Ｇ
こ
の
日
の
曲
目

は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
、
ヤ

ナ
ー
チ
エ
ク

「チ
エ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の

た
め
の
お
と
ぎ
話
」
な
ど
。
文
昭
さ

ん
が
弾
く
チ
エ
ロ
と
の
距
離
が
想
像

以
上
に
近
く
、
驚
い
た
。
わ
ず
か
な

指
の
動
き
も
見
え
る
。

．自
■
欄
旗
　
う鶴
路
麟
鶏
襲
絲
繊

京
都
市
北
区
、
大
徳
寺
近
く
の
住
　
緯
な
ど
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
る
。
お

宅
街
に
あ
る
和
風
家
屋
が
９
日
、
コ
　
客
さ
ん
か
ら
質
問
も
飛
び
出
す
。
緊

ン
サ
ー
ト
会
場
に
な
つ
た
。
ス
イ
セ
　
張
が
ほ
ぐ
れ
、
会
場
は
和
や
か
な
雰

ン
な
ど
季
節
の
花
が
彩
る
階
段
で
２
　
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
チ
エ
ロ
を
習
う

階
へ
。
“
席
は
す
で
に
お
客
さ
ん
で
　
中
学
生
の
息
子
ら
と
訪
れ
た
京
都
市

埋
ま
っ
て
い
た
一　
　
　
　
　
　
　
　
の
男
性
は

「真
正
面
で
、
患
遣
い
ま

績
奏
は
ヽ
こ
の
家
の
あ
る
じ
ハ
河
　
で
伝
わ
っ
て
き
た
。
ホ
ー
ル
と
は
ま

野
文
燿

（チ
エ
ロ
）
、
美
砂
子

（ピ
　
・た
違
っ
て
す
む
い
」
。　
　
　
一 サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

河
野
さ
ん
夫
妻
は
、
と
も
に
ホ
ー

ル
で
演
奏
会
を
開
き
、
音
大
で
も
教

え
る
実
力
派
だ
。
し
か
し
、
ホ
ー
ル

で
演
秦
会
を
開
く
と
な
る
と
、
費
用

や
集
客
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

「自
宅
な
ら
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
音
楽
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
美
砂
子
さ
ん
。
９
月
の
初

回
コ
ン
サ
ー
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「間
近
で
驚
い
た
」

「イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
」
と
い
つ
た
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
半
分
近
く
が
第
２
回
を
予
約

す
る
人
気
だ
っ
た
。

２
カ
所
の
み
の
ト
イ
レ
の
案
内
、

雨
が
降
れ
ば
傘
の
置
き
場
所
。
自
宅

な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
る
。
毎
日
、

ス
タ
ツ
フ
ー
人
と
京
都
市
の
文
化
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
２
人
に
手
伝
っ
て
も
ら

う
が
、
す
べ
て
の
段
取
り
は
自
分
た

ち
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
、

「お
客
さ
ん
の
視
線

や
呼
吸
が
わ
か
る
の
で
、
反
応
し
あ

っ
て
演
奏
が
で
き
る
。
））
」
で
し
か

で
き
な
い
演
葵
会
を
し
た
い
」
と
河

野
さ
ん
夫
妻
。
他
の
演
奏
家
を
招
く

こ
と
や
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
企
画
へ
の

挑
戦
も
考
え
て
い
る
。

→ 至 地下鉄『北大路」駅

2【千本北大路】
アhtJエ ワム 〒603-諺解京都市北麟 踊 LA・岡町41

【千本北大路】、または【千本鞍馬口】力も縦歩α机

千本週いも、東に入つて響 目です。

●「千本北大路」、「千本鞍馬口」郭∝湘路

◎ 殿 趣 り、地下鉄「北大路」駅下車(約 13分)。

「Jし襴略』諏の、寸レ漱 購勤のりま】よ囃

([ね ]と [釘]を原 、すべてのバスに乗津OK)。

「千本北大路」ま 約 10飢

歯しま地下釘 北大路」駅 ⑥番出口よ吹タクシーで2メーター。

◎ 島屠訂大宮」駅下軋

市バス「四条大宮鮮誕静清(1と石き。「王将一号店」前)より

[6][46][66]り関]にて、「千本鞍馬日」まで約
"分

。

間1近だからヽ響‐きあう

トークを交えての演奏に、和

やかな空気が広がった事京都

市北区のア トリエ 。ワム

視線・息遣いまで◇リクエス ト気軽

河野 文昭 (こ うのふみあき)

京都市立鑓 学卒絶 第50回 日本音楽コンクール第1位 1982年より文f呻 剛 員としてロスアンジェルスに留乳 翌靱 し

ウィーン国立音楽学校にてさらに研鑽を積む。L.ベリオの無伴奏チェロ曲「セクエンツァXⅣ」を日本初演する等のソロ活動の他、岡山潔

弦楽四重奏団、静岡音楽館⊂ODレジデンスカルテット、アンサンブル Ofト ウキョウ、紀尾井シンフォニエッタ東京のメンバーとして国内、

海外公演を行う。現在、東京り 、中国天津音楽学院客員数 90年京都音楽賞、92年大阪府文化賞、04年京都府文イ鎮 功労賞等。

河野 美砂子 (こ うのみさこ)

京都市立芸府た羊弱耗 ウィーン国立音楽学校等に留学。88年淡路島国際室内楽コンクール優秀賞。ソロリサイタルシリーズ「シューベルト

とシェーンベルク」、ベートーヴェンのヴァイオリンソナタ、チェロソナタ、ピアノトリオ全曲演奏、6回の演奏会シリーズ 【モーツァルト

に会いたい】にて詩人の谷川俊太郎氏の朗読との共演など活発な演奏活動を行っている。現在、京都市立芸術大学音楽学部非常勤識範 短歌

にも興味を時ち、95年第41回角川短歌賞受賞。04年第一歌集『無言剥 瞬 屋書房)を刊行。同歌集により第5回現代短歌新ノ噴 受曳

け弯      上沃
=


